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著者らは先に水耕法を用いて,水温が桑の発育 収量並

びに養分吸収に著しく影響を及ぼすことを報告し盆 前報

は主として無機成分について検討したもので,蛋白質およ

び糖類等との関連については明らかにするに至らなかった。
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の関係についてはほとんど明らかにされていない。そこで,

今回著者らは前回と同様に水耕法を用いて桑樹の蛋自態窒

素,非蛋自態窒素および遊離の糖類含有量に及はす水温の

影響について調査したので,その結果の概要を述べる。

2  実 験 方 法

前報｀述べた水耕栽培桑樹の葉,枝条および根の乾物試

料について,以下の化学分析を実施した。

1 蛋自態窒素は試料を10%ト リクロル酢酸溶液で処理

した沈澱物についてセヾミクロケルダール法によつて定壼

した。非蛋白態窒素は全窒素量から蛋白態窒素量を差し引

いてその量を求めた。

2 全糖および還元糖は試料を80%エ チルアルコールで

抽出し, お ι゙ん%ι z―Bοι方法によって定量した。全糖から

還元糖を差し引いて藤糖含量を求めた。

3 実験結果および考察

対照区に対する高温区および低温区の蛋自態窒素,非蛋

白態窒素並びに遊離糖類の濃度指数は図1に示した。高温

区 (32℃ )お よび低温区(16℃ )の葉,枝条および根の蛋

自態窒素濃度は対照区 (常温 )に比較して低かつたが,高

温区の各器官では非蛋白態窒素濃度が極めて高く,低温区

では逆に著しく低かつた。全糖および薫糖については高温

区ではいずれの器官においても対照区r_比べて低く,低温

区では葉および枝条では高い傾向を示したが,根において

は低かつた。この傾向は藤糖含量において特に著しかった。

還元糖については高温区では各器官において低く,低温区

では根においては高い傾向を示したが葉においては低かつ

スこ。
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図 1 窒素および遊離糖類含有率の器官別比較

――対照区を 100と した指数――
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図 2 全窒素量に対する蛋白態窒素お

態窒素量割合

一方,全窒素量に対する蛋白態窒素および非蛋自態窒素の器

官別濃度割衛ま図2に示した。一般r_葉および根では 蛋 自態

窒素割合が高く,枝条では非蛋自態窒素割合が高かったが ,

葉および枝条では低温区>対照区>高温区の順でかな り水

温の低下によって蛋 白態窒素割合は増加する傾向を示した。
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図 3 全糖量に対する庶糖および還元糖量割合

図4 試験期間中における窒素化合物並びに糖類
の生成量比較

一 対照区を 100と した指数――

しかし,根における様態は葉および枝条の場合と異なり,

高温区,低温区とも対照区に比較してかなり低かった。

全糖量に対する薦糖および還元糖の器官,1濃度割合は図

3に示し,し ずヽ れの区においても葉 C・li薦糖割合が高く,枝

条および腱では還元糖割合が高かったが,薦糖割合は葉では

低温区>高温区■対照区,枝条では低温区>対照区>高温区

の順であり,一方,根では対照区>低温区>高温区の順であ

った。なお,試験期間中に生成された各成分量についてみ

ると (図 4),高温区の非蛋 白態窒素量は対照区に比較して

多いが,その他の成分については高温区および低温区のほう

が少なく,低温区の非蛋白態窒素 (23%),蛋 自態窒素(37

%)お よび還元糖 (56%)並びに高温区の薫糖 (28%)及び

全糖 (50%)に おける差異は特に顕著であつた。
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素および糖類含量も異なるという事は,蚕の飼料としての

桑葉の銅料的価値 r_対 しても地温の影響が及ぶことを示唆

していると言えよう。

酒fえ 1957)は低温接触によつて桑枝条の蕉糖濃度が増加

することを報告しており,また一方,D磁
`げ
た1979)が行っ

た大豆の実験においては根温を高めた場合に葉面積当りの

光合成割合が著しく増加し,葉における各種の酵素(GS,

ODll,00T,MDH.OAO,PEPO,RuBPC)の 活性も

高くなることを認めている。今回の実験においても上記の事

象と類似した傾向が認められ,例えば低温区の葉 および枝条

にみられる薦糖の増加並びに高温区における非蛋自態窒素の

増力1(図 1お よび図4)と低温区における糖類生成量の厳 図

4)と は,それそれ酒井およびつ凛′らの報告と符合しているよう

に思われる。しかし,その反面高温区においては糖類および
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に招来された事象で,呼吸量の増大に伴う糖類の消耗,酵

素活性の低下等に関連しているものと考えられる。しかし,

いずれにしても,桑樹の根圏温度と水分の蒸散,物質代謝

とその転流等については不明な点が多く,酵素の活性およ

び消長等と合せ,今後さらに検討する必要がある。

水耕法を用いて桑の蛋自態窒素,非蛋自態窒素および遊

離の糖類の含有量に及ぼす地 ド部の温度の影響について調

査した。

1 葉,枝条および根における蛋自態窒素含有率は高温

区 (32℃ )お よび低温区 (16℃ )と も対照区 (常温 )よ り

低かったが,非蛋自態窒索含有率は高温区>対照区>低温

区の順で水温が高い程増加する傾向を示した。

2 薦糖および全糖含有率は葉および枝条では低温区>

対照区>高温区の順で水温が低い程増加したが,還元糖含

有率は低温区および高温区とも減少 した。 しかし,根では

地上部の様態とは異な り,薦糖及び全糖含有率は高温区並

びに低温区ともに減少し,還元糖含有率は低温区ン対照区

>高温区の順であつた。

3 試験期間中 (31日 間 )に樹体内で生成された成分量

は高温区の非蛋白態窒素量を除いて,高温及び低温処理に

よっていずれも減少 した。
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